
新
島
基
金
に
ょ
る
新
島
講
座
に
つ

、

て

し

同
志
社
創
立
百
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
同
記
念
事
業
寄
付
金
の
一
部
を
も
っ
て
新

島
基
金
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

!
,
ー

0
新
島
基
金
の
目
的

新
島
基
金
は
、
同
志
社
立
学
の
精
神
に
も
と
づ
き
、
人
間
教
育
を
強
化
し
、
教
育
内

容
の
高
度
化
を
図
り
、
教
育
、
研
究
の
国
際
交
流
を
推
進
し
、
も
っ
て
一
国
の
良
心
た

り
う
る
人
材
の
育
成
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、

基
金
の
果
実
を
も
っ
て
ω
新
島
講
座
の
開
設
②
新
た
な
奨
学
制
度
の
開
設

御

教
育
・
研
究
の
国
際
交
流
の
推
進
な
ど
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

0
新
講
座

新
島
講
座
は
、
つ
ね
に
時
代
を
先
導
す
る
同
志
社
の
教
育
と
研
究
が
、
更
に
一
層
充

実
、
発
展
し
、
ま
た
そ
の
成
果
が
社
会
の
進
展
に
寄
与
す
る
よ
う
に
と
願
っ
て
新
島
基

金
の
目
的
事
業
の
一
っ
と
し
て
設
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
内
外
の
碩
学
を
招
璃
し
講

演
会
な
ど
を
開
催
す
る
講
座
と
、
本
学
園
教
職
員
が
そ
の
研
究
成
果
を
発
表
す
る
東
京

講
座
の
二
種
類
を
毎
年
開
催
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

介

第
七
回
新
島
講
座
東
京
公
開
講
演
会

咋
年
十
月
十
八
日
(
士
)
束
京
・
有
楽
町
習

ス
ク
エ
ア
(
有
楽
町
マ
リ
オ
ン
十
一
階
)
に
て
、

新
島
講
座
第
ヒ
回
東
麥
鼎
演
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

十
三
時
十
分
か
ら
始
ま
っ
罷
演
会
は
、
松

山
総
長
の
あ
い
さ
つ
、
園
部
庶
務
部
長
の
司
会
で

小
原
弘
之
同
志
社
女
f
大
鞍
授
、
杉
江
誓
同

発
大
学
商
学
部
教
授
の
順
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

演
題
な
ら
び
に
講
師

0
マ
ツ
タ
ケ
の
文
化
誌

恩
社
女
十
大
学
教
授

小
原
弘
之

0
 
「
カ
ジ
ノ
資
本
主
嚢
」
の
翁

1
高
ま
る
不
硫
実
性
と
現
代
企
業
の
対
応
1

同
森
大
学
腹
部
教
授
杉
江
雅
彦

ー、、紹
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紹

小
原
弘
之
教
授
講
演
要
旨

秋
の
味
覚
の
王
者
、
マ
ツ
タ
ケ
は
そ
の
異
名
の

通
り
風
格
の
あ
る
キ
ノ
コ
で
あ
る
。
同
時
に
気
難

し
く
、
気
位
の
高
い
キ
ノ
コ
で
も
あ
る
。
気
温
や

降
水
量
の
微
妙
な
変
化
が
そ
の
生
育
を
支
配
す
る

し
、
ア
カ
マ
ツ
な
ど
の
寄
生
樹
の
根
に
寄
生
し
て

「
閑
根
」
と
い
う
共
生
器
官
を
形
成
し
な
け
れ
ば

生
き
て
ゅ
け
な
い
。
こ
の
菌
根
を
。
ハ
イ
プ
と
し
て

栄
養
を
マ
ツ
か
ら
受
け
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
シ

イ
タ
ケ
や
エ
ノ
キ
タ
ケ
な
ど
は
腐
朽
木
の
組
織

を
、
自
ら
が
所
有
す
る
酵
雫
分
解
し
て
栄
養
を

摂
取
す
る
の
に
対
し
て
、
マ
ツ
タ
ケ
は
マ
ツ
が
光

介
成
で
作
っ
六
糖
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
画
送

し
て
貰
う
。
い
わ
ば
、
シ
イ
タ
ケ
は
ア
パ
ー
ト
の

一
箏
自
祭
活
を
し
て
も
平
気
奈
、
マ
ツ
タ

ケ
は
シ
エ
フ
の
い
る
村
名
レ
ス
ト
ラ
ン
で
食
事
を

し
た
が
る
し
、
好
き
嫌
い
も
激
し
い
。
マ
ツ
タ

ケ
の
仲
閻
は
本
邦
に
は
:
.
種
類
、
お
り
、
朝
鮮
半

島
、
サ
ハ
リ
ン
、
ム
Π
湾
、
中
国
大
陸
な
ど
に
も
マ

ツ
タ
ケ
そ
の
も
の
が
い
る
。
北
米
に
は
別
の
仲
閥

が
:
種
、
ヨ
ー
ロ
ッ
バ
に
は
種
、
北
ア
フ
り
力

に
は
一
様
翻
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
国
で
最
も
清
潔
な
地
域
に
棲
み
、
最
も

爽
や
か
な
季
節
に
地
中
か
ら
顔
を
出
す
。
マ
ツ
タ

ケ
の
仲
問
な
ら
で
は
で
あ
る
。
マ
ツ
タ
ケ
は
万
葉

の
昔
か
ら
日
本
人
に
愛
さ
れ
て
お
り
、
二
魯
の

こ
の
崇
も
迫
に
笠
立
て
て
み
ち
盛
り
た
る
秋
の
香

の
よ
さ
(
万
葉
集
)
」
「
あ
し
ぴ
き
の
山
し
九
水
に

ぬ
れ
に
け
り
そ
の
火
ま
つ
た
け
衣
あ
ぷ
ら
ん
(
捨

遺
和
歌
集
)
」
な
ど
と
歌
に
堅
れ
、
松
茸
や
知

ら
ぬ
木
の
葉
の
へ
ぱ
り
つ
く
L
 
「
松
茸
や
人
に
と

ら
る
る
鼻
の
さ
き
」
な
ど
俳
句
に
も
登
場
す
る
。

江
月
時
代
の
料
理
書
に
は
マ
ツ
タ
ケ
が
す
で
雋

級
食
品
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。
マ
ツ
タ
ケ
は
そ

の
形
状
か
ら
、
艶
笑
的
に
川
柳
に
顔
を
出
し
、
庶

民
の
ス
ト
レ
ス
解
消
に
役
立
っ
て
い
た
。
ま
九
、

マ
ツ
タ
ケ
狩
り
は
、
老
若
男
女
、
身
分
の
貴
賤
を

問
わ
ず
、
昔
か
ら
楽
し
ま
れ
て
来
た
。
太
閣
秀
吉

も
マ
ツ
タ
ケ
狩
を
好
ん
だ
よ
う
だ
(
縛
↓
。
狂

「
独
り
松
茸
は
マ
ツ
タ
ケ
業
テ
ー
マ
で
あ

◆
1る

。
落
葉
に
埋
も
れ
て
、
そ
っ
と
潜
む
マ
ッ
タ
ケ

を
見
つ
け
六
時
、
例
外
な
く
す
べ
て
の
人
が
歓
声

を
挙
げ
る
か
ら
面
白
い
。
マ
ツ
タ
ケ
に
は
、
シ
ロ

を
つ
く
っ
て
年
々
波
紋
状
に
広
が
る
性
質
が
あ
る

の
で
、
一
度
シ
ロ
を
見
つ
け
る
と
数
卜
年
間
に
わ

九
っ
て
確
実
に
採
取
で
き
る
か
ら
、
親
十
の
問
で

も
そ
の
位
置
は
秘
密
に
さ
れ
る
の
が
普
通
で
あ

る
。
こ
の
マ
ツ
タ
ケ
狩
の
風
習
は
日
系
移
民
に
よ

つ
て
北
米
大
陸
に
伝
え
ら
れ
、
現
在
で
は
三
世
、

四
世
の
人
々
に
受
け
継
が
れ
、
マ
ツ
シ
ー
ル
ミ
ン

グ
と
い
う
一
種
の
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
定
署
し
て
い

る
。
結
局
、
マ
ツ
タ
ケ
の
気
難
し
さ
、
堂
々
九
る

風
格
そ
し
て
幾
分
コ
ミ
カ
ル
な
性
質
が
、
日
本
人

の
心
を
把
え
て
緋
さ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

介一~

小原弘之教授
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杉
江
雅
彦
教
授
講
演
要
旨

咋
年
秋
か
ら
一
年
間
に
、
円
相
場
は
九
十
円
も

し
昇
し
た
が
、
こ
ん
な
事
態
に
な
る
と
は
誰
が
予

想
で
き
九
だ
ろ
う
か
。
咋
今
の
株
式
市
場
を
み
て

も
、
た
い
し
六
理
由
も
な
い
の
に
黒
下
を
く
り

か
え
し
て
い
る
。

世
界
的
に
森
実
性
奮
ま
っ
て
い
る
、
と
い

わ
ざ
る
を
え
な
い
状
態
だ
。
明
日
を
硴
実
に
鯵

取
る
こ
と
は
、
も
は
や
不
可
能
に
近
い
。
こ
の
よ

う
な
環
境
下
で
、
企
業
は
本
業
に
先
行
投
資
し
て

需
要
を
先
取
り
す
る
よ
う
な
島
に
す
っ
か
り
慎

玉
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
一
力
で
カ
ネ
が
あ

ま
っ
て
い
る
た
め
、
債
券
や
株
式
に
投
資
し
て
、

U
先
の
資
金
運
用
に
汲
々
と
し
は
じ
め
た
。

日
本
で
「
財
テ
ク
」
と
か
「
特
釡
L
 
な
ど
の

事
呼
ぱ
れ
て
い
る
企
業
の
余
資
運
用
は
、
何
も

口
本
だ
け
で
な
く
世
界
的
傾
向
で
あ
る
よ
う
だ
。

な
に
し
ろ
石
油
シ
,
ツ
ク
以
来
、
世
界
絲
済
は
ス

タ
グ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
い
っ
て
、
物
価
」
局
な
の
に

失
楽
者
奪
に
あ
ふ
れ
て
い
る
、
か
つ
て
登
が

絲
験
し
九
こ
と
が
な
い
公
剣
不
況
に
さ
ら
さ
れ
て

き
た
(
日
本
は
、
や
や
例
外
に
属
す
る
が
)
。

企
業
に
し
て
み
れ
ば
、
将
来
の
売
上
げ
が
ふ
ぇ

る
見
通
し
も
立
た
な
い
の
に
、
工
場
を
建
て
増
し

た
り
機
械
を
ふ
や
し
九
り
は
し
た
く
な
い
に
ち
が

い
な
い
。
そ
れ
よ
り
も
、
余
っ
九
カ
ネ
を
運
用
し

て
、
短
剣
的
利
益
を
あ
げ
九
方
が
賢
明
だ
、
そ
ん

な
考
え
力
に
変
っ
て
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ス
ー
ザ
ン
・
ス
ト
レ
ン
ジ
と
い
う
英
国
四
響

は
、
最
近
、
「
カ
ジ
ノ
資
本
主
義
」
と
い
う
本
を

占
い
た
が
、
そ
の
中
で
彼
女
は
、
銀
行
や
企
業
が

コ
ン
ピ
ユ
ー
タ
を
駆
使
し
て
外
為
相
場
や
誠
券
で

儲
け
よ
う
と
し
て
い
る
姿
を
、
「
ル
ー
レ
ッ
ト
の

な
い
カ
ジ
ノ
L
 
で
投
機
し
て
い
る
と
、
鋭
く
現
代

寳
本
主
義
の
変
わ
り
よ
う
を
分
析
し
て
い
る
。

一
、

、

一
繋
革
命
以
来
、
世
界
の
資
本
主
義
が
こ
こ
ま

で
発
零
き
た
の
は
、
企
業
家
や
経
〕
昇
が
イ
ノ

ベ
ー
タ
ー
(
革
新
者
)
と
し
て
、
纂
{
を
も
っ
て

本
業
に
取
り
組
み
、
絶
え
ず
投
資
を
行
コ
L
き
た

か
ら
だ
。
し
か
し
最
近
の
企
業
や
響
者
か
ら

そ
の
よ
う
な
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
と
し
て
の
活
力

は
、

が
感
じ
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

現
在
の
よ
う
な
長
期
不
況
を
「
コ
ン
ド
ラ
チ
エ

フ
の
波
」
で
説
明
す
る
と
、
ち
ょ
う
ど
五
十
年
に

一
回
の
大
き
な
波
の
底
に
あ
九
る
。
コ
ン
ド
ラ
チ

エ
フ
の
波
が
ど
ぅ
し
て
起
る
の
か
、
そ
れ
を
器

的
に
キ
チ
ン
と
分
析
す
る
試
み
は
な
さ
れ
て
い
な

い
が
、
ひ
と
つ
の
大
き
な
理
由
は
、
技
術
革
新
で

説
明
で
き
る
。

恐
ら
く
、
こ
れ
か
ら
一
十
一
紲
紀
に
か
け
て
、

メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
や
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、
そ

れ
に
新
素
材
な
ど
、
新
し
い
技
術
革
新
の
向
ま
り

が
予
想
さ
れ
る
が
、
そ
れ
に
対
応
し
て
企
奘
家
も

再
び
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
と
し
て
の
挑
繋
L
'
み
る
に

ち
力
し
な
い

ー
ー
ー
ー
t

・一紹介

杉江雅彦教授
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中
圈
科
学
院
自
翁
学
史
研
究
所
(
北
京
)

教
授

潘
吉
星
先
生

第
一
回
東
京
講
座

0
「
環
境
と
法
律
L

ー
^
ー
^
ア
ー
ド
・
ロ
ー
・
ス
ク
ー
^
^
^

え
て
ー

元
同
志
社
大
学
法
学
部
教
授
・
現
東
京
大
学

法
学
部
教
授
藤
倉
皓
一
郎

0
「
時
間
と
人
間
の
経
済
活
動
」

同
志
社
大
学
経
済
学
部
教
授
榊
原
胖
夫

頒
価
五
0
0
円

0
「
財
閥
の
家
憲
と
華
族
の
家
憲
」

ー
と
く
に
財
産
管
理
に
つ
い
て
ー

同
志
社
大
学
商
学
部
教
授
安
岡
重
明

第
二
回
東
京
講
座

0
「
白
砂
を
訪
ね
て
」

1
鳴
き
砂
の
秘
密
1

同
志
社
大
学
工
学
部
教
授
三
輪
茂
雄

第
四
回
吏
俄
座

0
薪
島
嬰
全
集
を
め
ぐ
っ
て
」

1
新
島
襄
と
仏
教
徒
た
ち
ー

学
校
法
人
同
志
社
社
史
資
料
室
室
長

河
野
仁
昭

0
「
同
志
社
ラ
ク
ビ
ー
と
と
も
に
」

同
志
社
大
学
文
学
部
教
授
岡
仁
詩

第
三
回
東
京
講
座

0
「
縁
起
絵
巻
の
世
界
」

1
日
本
人
の
信
仰
に
関
連
し
て
ー

同
志
社
大
学
文
学
部
教
授
笠
井
昌
昭

第
五
回
東
京
講
座

0
「
新
島
襄
と
科
学
L

同
志
社
大
学
工
学
部
教
授
島
尾
永
康

0
「
最
近
の
医
療
問
題
」

同
志
社
大
学
法
学
部
教
授
大
谷
實

発
行
者
・
学
校
法
人
同
志
社

取
扱
い
・
同
志
社
収
益
事
業
課

(
電
話
0
七
五
1
二
五
一
1
三
0
三
七
t
八
)

第
六
回
東
京
講
座

0
 
高
齢
化
社
会
の
生
活
讐
と
生
活
問
題
」

同
志
社
女
子
大
学
教
授
坂
本
武
人

0
「
新
島
襄
と
自
然
科
学
教
育
L

同
志
社
大
学
工
学
部
教
授
末
光
力
作

各
冊
子
と
も
頒
価
五
0
0
円

^紹介

-157ー


